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は
じ
め
に

　
『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
大
伴
家
持
の
「
陸み

ち
の
く
の
く
に

奥
国
に
金く
が
ねを

出い

だ

す
詔せ
う

書し
よ

を
賀ほ

く
歌
」
に
引
か
れ
た
言
立
て
「
海
行ゆ

か
ば　

水み

漬づ

く
屍か
ば
ね　

山

行
か
ば　

草
生む

す
屍　

大お
ほ

君き
み

の　

辺へ

に
こ
そ
死
な
め　

顧か
へ
りみ
は
せ
じ
」
は
、

明
治
初
年
に
は
招
魂
社
に
お
け
る
戊
辰
戦
争
戦
死
者
追
悼
の
祭
文
に
用
い

ら
れ
、
そ
の
後
、
宮
内
庁
雅
楽
課
の
東
儀
季
芳
の
作
曲
に
よ
り
海
軍
の
儀

礼
曲
「
海
行
か
ば
」
と
も
な
っ
た（

（
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
儀
礼
曲
は
海
軍
軍
歌

「
軍
艦
」
の
ト
リ
オ
（
中
間
部
）
に
挿
入
さ
れ
、
行
進
曲
「
軍
艦
」（
軍
艦

マ
ー
チ
）
と
な
り
、
現
在
も
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
に
よ
り
演
奏
・
歌

唱
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
一
節
が
広
く
普
及
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）
年
に
日
本
放
送
協
会
の
嘱
託
に
よ
り
、
信
時
潔
が
曲
を
つ
け

た
歌
謡
「
海
ゆ
か
ば
」
が
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る（

（
（

。「
海
ゆ
か
ば
」
は
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
に
呼
応
し
、
大
日
本

帝
国
政
府
が
国
民
精
神
総
動
員
強
調
期
間
を
制
定
し
た
際
に
戦
意
高
揚
の

た
め
に
作
ら
れ
た
、
戦
時
体
制
に
お
け
る
精
神
教
化
の
た
め
の
軍
歌
で

あ
っ
た
。
十
二
月
十
五
日
、
大
政
翼
賛
会
は
こ
の
曲
を
「
君
が
代
」
に
次

ぐ
国
民
の
歌
に
指
定
し
た（

（
（

。

　
「
海
ゆ
か
ば
」
の
歌
は
昭
和
期
の
能
や
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
に
も
導
入
さ

れ
た
。
題
名
そ
の
も
の
が
『
水
漬
く
屍
』
と
い
う
能
や
文
楽
の
新
作
が
あ

る
。
戦
時
中
に
制
作
さ
れ
た
新
作
文
楽
の
な
か
で
、「
海
ゆ
か
ば
」
の
歌

詞
が
詞
章
に
用
い
ら
れ
て
い
る
作
品
に
は
、『
水み

漬づ

く
屍か
ば
ね』

の
ほ
か
に
も
、

『
軍
国
美
談
代か
は
つ
て
と
な
ふ
ば
ん
ざ
い
は
ゝ
の
て
が
み

唱
万
歳
母
書
簡
』、『
忠
ち
ゅ
う

霊れ
い

』、『
赤せ
き

道ど
う

祭さ
い

』
な
ど
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
支
援
や
指
導
な
ど
の
形
で
海
軍
や
陸
軍
の
関
与
が
あ
る
作
品

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
海
ゆ
か
ば
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
四
作
品

＝
資
料
紹
介
＝

「
海
ゆ
か
ば
」
と
新
作
文
楽

韓　
　
　

京　

子
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に
つ
い
て
、
当
時
の
筋
書
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
掲
載
さ
れ
た
床
本
（
義
太

夫
節
の
詞
章（

（
（

）
を
も
と
に
紹
介
す
る
。

１
．『
軍
国
美
談
代
唱
万
歳
母
書
簡
』

　
　（
資
料
1
『
軍
国
美
談
代
唱
万
歳
母
書
簡
』（
架
蔵
）
筋
書
表
紙
）

　　
『
軍
国
美
談
代
唱
万
歳
母
書
簡
』（
資
料
1
）
は
、昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）

年
十
月
二
十
三
・
二
十
四
日
の
二
日
間
、
新
義
座（

（
（

に
よ
り
大
阪
北
陽
演
舞

場
に
て
上
演
さ
れ
、
同
年
十
二
月
六
日
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
七
月

二
十
七
日
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
一
月
一
日
に
は
四
ツ
橋
文
楽
座
で

再
演
さ
れ
て
い
る
。
四
ツ
橋
文
楽
座
に
お
け
る
再
演
時
に
は
、
文
楽
座
に

復
帰
し
た
新
義
座
の
メ
ン
バ
ー
が
出
演
し
て
い
た
。

　
『
義
太
夫
年
表
昭
和
篇
』
昭
和
十
二
年
十
月
二
十
三
日
の
項
に
は
、
こ

の
公
演
に
関
す
る
『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
十
月
二
十
一
日
）
の
記
事
が
次
の

よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
文
楽
が
新
作
さ
れ
た
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

本
社
選
定
「
進
軍
の
歌
」
を
浄
曲
に
作
曲
上
演
、
今
秋
の
邦
楽
界
に

問
題
を
投
げ
か
け
よ
う
と
し
て
ゐ
る
、
こ
の
原
作
は
今
回
の
事
変
に

“
軍
国
の
母
”
と
讃
へ
ら
れ
た
山
内
や
す
子
刀
自
の
書
簡
を
水
木
要

次
郎
氏
子
息
水
木
直
箭
が
戯
曲
脚
色
し
題
名
は
『
軍
国
美
談
代
唱
万

歳
母
書
簡
』
そ
れ
に
「
進
軍
の
歌
」
を
随
所
に
織
り
込
ん
だ
も
の
で
、

飛
行
機
の
爆
音
、
ラ
ッ
パ
、
空
爆
に
よ
る
地
上
爆
破
、
戦
車
の
轍
音

な
ど
、
近
代
科
学
戦
の
か
も
す
あ
ら
ゆ
る
音
響
を
義
太
夫
の
三
味
線

で
新
し
く
表
現
し
よ
う
と
企
て
て
ゐ
る

　
「
進
軍
の
歌
」
は
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
三
十
一
日
、『
大
阪

朝
日
新
聞
』
と
『
東
京
日
日
新
聞
』
が
「
わ
が
皇
軍
の
歩
武
堂
々
た
る
進

軍
を
讃
え
、前
線
と
い
わ
ず
、銃
後
と
い
わ
ず
軍
民
と
も
唱
和
す
べ
き
“
皇

軍
”
の
歌
」
を
募
集
す
る
と
の
社
告
を
出
し
、
選
ば
れ
た
本
田
信
時
の
歌

詞
に
陸
軍
戸
山
学
校
軍
楽
隊
が
作
曲
し
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
か
ら
発

売
さ
れ
た
軍
歌
で
あ
る（

（
（

。
歌
詞
の
六
は
「
水
漬
き
草
む
す
純
忠
の
屍
に
か

を
る
桜
花
光
と
仰
ぐ
皇
軍
の
聴
け
堂
々
の
進
軍
歌
」
と
な
っ
て
お
り
、「
海

ゆ
か
ば
」
の
歌
を
踏
ま
え
、
国
（
天
皇
）
の
た
め
戦
死
し
た
兵
士
を
讃
え

戦
意
を
高
揚
す
る
歌
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
山
内
や
す
子
刀
自
の
書
簡
」
と
は
、
日
中
戦
争
中
、
海
軍
航
空
部
隊

所
属
の
山
内
達
夫
中
尉
の
戦
死
の
知
ら
せ
を
受
け
た
母
、
山
内
や
す
子
が

海
軍
省
宛
に
書
い
た
書
簡
の
こ
と
で
あ
る
。
息
子
の
死
を
悲
し
む
こ
と
な

く
祖
国
の
た
め
に
命
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
内
容
が

反
響
を
呼
び
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
八
月
二
十
六
日
付
朝
刊
に
も
掲
載
さ
れ
、
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軍
国
の
母
と
し
て
讃
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
書
簡
を
も
と
に
、「
進
軍
の
歌
」
を
取
り
入
れ
、
水
木
直
箭
が
文

楽
と
し
て
脚
色
し
た
も
の
が
『
軍
国
美
談
代
唱
万
歳
母
書
簡
』
で
あ
る
。

大
和
郡
山
の
学
校
教
員
で
あ
っ
た
水
木
直
箭
は
新
義
座
の
三
味
線
方
で
あ

る
野
澤
勝
平
の
御
贔
屓
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
野
澤
勝
平
が
山
内
中

尉
の
母
親
の
話
を
彼
に
文
楽
向
き
に
書
い
て
も
ら
い
、
野
澤
勝
平
が
作
曲

し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
出
演
し
て
い
た
竹
本
南
部
太
夫
に
よ
る
と
、
非

常
に
受
け
が
よ
く
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
た
と
い
う（

（
（

。
す
で
に
上
演
さ
れ
て

い
た
『
昭
和
義
烈
三さ
ん

勇ゆ
う

士し

名ほ
ま
れ
の
に
く
だ
ん

誉
肉
弾
』
や
『
其そ
の
ま
ぼ
ろ
し
ち
ざ
く
ら
に
っ
き

幻
影
血
桜
日
記
』
な
ど
と

同
じ
く
、
軍
事
劇
で
は
、
戦
場
の
壮
絶
な
様
子
を
三
味
線
で
い
か
に
工
夫

し
て
表
現
す
る
か
に
も
注
目
が
集
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
軍
国
美
談
代
唱
万
歳
母
書
簡
』
は
、
第
一
場
：
○
○
海
軍
航
空
隊
、

第
二
場
：
山
内
海
軍
中
尉
留
守
宅
、
第
三
場
：
海
軍
省
人
事
局
の
三
場
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
四
十
分
程
度
の
長
さ
の
作
品
で
あ
っ
た
。

　

あ
ら
す
じ
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
あ
る
日
、
南
京
空
襲
部
隊
で
爆

撃
遂
行
中
で
あ
っ
た
山
内
達
雄
中
尉
が
戦
死
し
た
知
ら
せ
が
母
親
に
届
く
。

兄
弟
は
兄
の
死
を
惜
し
み
悲
し
む
が
、
母
親
は
「
見
事
に
戦
死
」
し
た
だ

ろ
う
と
語
り
、
最
期
に
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
を
唱
え
る
間
も
な
く
戦
死
し

た
こ
と
が
心
残
り
で
あ
っ
た
は
ず
だ
と
悔
や
む
。
母
親
は
海
軍
省
人
事
局

宛
に
「
祖
国
の
御
為
に
身
命
を
捧
げ
ま
つ
る
事
を
得
候
事
、
尊
く
感
謝
に

堪
へ
ず
候
」
と
お
礼
の
手
紙
を
出
す
。
手
紙
の
中
で
母
は
戦
死
し
た
我
が

子
に
代
わ
っ
て
「
天
皇
陛
下
万
歳
、
大
日
本
帝
国
万
歳
、
大
日
本
帝
国
海

軍
万
歳
」
と
唱
え
る
。
軍
で
は
そ
の
母
の
志
を
讃
え
、
新
聞
に
発
表
し
全

国
民
と
そ
の
感
激
を
分
か
ち
合
う
こ
と
に
す
る
。
こ
の
手
紙
を
読
む
人
は

み
な
奮
い
立
ち
、
勝
利
す
る
ま
で
戦
い
続
け
る
こ
と
を
誓
う
だ
ろ
う
と
言

い
、「
今
津
々
浦
々
に
歌
は
る
ゝ
、
進
軍
の
歌
勇
ま
し
く
、
我
等
も
い
ざ

や
歌
ひ
な
む
。」
と
結
ば
れ
る
。

　

新
義
座
の
初
演
時
の
床
本
に
は
、
詞
章
と
は
別
途
に
「
進
軍
の
歌
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が（

（
（

（
資
料
2
）、
第
三
場
最
後
の
「
我
等
も
い
ざ
や
歌

ひ
な
む
。」
の
あ
と
に
、
実
際
歌
わ
れ
た
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
山
内
中

尉
と
そ
の
母
親
を
讃
え
、
突
撃
に
臨
む
兵
士
と
兵
士
を
送
り
出
す
家
族
の

あ
る
べ
き
心
構
え
を
強
調
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
資
料
2
『
軍
国
美
談
代
唱
万
歳
母
書
簡
』
末
尾
の
「
進
軍
の
歌
」）

　　
『
軍
国
美
談
代
唱
万
歳
母
書
簡
』
の
冒
頭
は
、「
海
行
か
ば
水
漬
く
屍
、
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山
行
か
ば
草
生
す
屍
、
大
君
の
為
に
は
何
か
惜
し
か
ら
ん
、
棄
て
ゝ
か
ひ

あ
る
命
ぞ
と
、
遠
き
神
代
の
昔
よ
り
、
承
け
伝
へ
た
る
武も
の
の
ふ夫

の
、
武
勇
の

血
こ
そ
尊
け
れ
。」
で
始
ま
る
（
資
料
3
）。
こ
の
冒
頭
の
序
詞
の
詞
章
に

「
海
ゆ
か
ば
」
の
歌
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
文
楽
の
序
詞
は
、
一
曲

の
語
り
始
め
を
改
ま
っ
た
荘
重
な
雰
囲
気
に
す
る
も
の
で
、
全
曲
の
主
旨

や
主
要
な
事
件
の
内
容
を
暗
示
し
、
そ
の
最
後
も
祝
意
を
込
め
た
言
葉
で

結
ば
れ
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
国
（
天
皇
）
の
た
め
に
潔
く
命
を
捧
げ
る
兵
士
は
、

神
代
か
ら
の
武
士
の
武
勇
の
血
を
受
け
継
い
で
い
て
尊
い
と
讃
え
る
言
葉

で
結
ば
れ
て
い
る
。

　
　
（
資
料
3
『
軍
国
美
談
代
唱
万
歳
母
書
簡
』
の
冒
頭
部
分
）

　　

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
一
月
一
日
の
文
楽
座
に
お
け
る
再
演
時
の
筋

書
に
は
、
新
た
に
「
大
阪
地
方
海
軍
人
事
部
指
導
」
と
書
き
加
え
ら
れ
て

い
た（

（1
（

。
地
方
海
軍
人
事
部
と
は
、
地
方
に
お
け
る
海
軍
志
願
兵
の
徴
募
、

招
集
、
簡
閲
点
呼
、
軍
事
指
導
、
職
業
補
導
、
軍
事
扶
助
、
在
郷
軍
人
会

に
関
す
る
事
項
、
軍
事
普
及
な
ど
兵
事
事
務
全
般
に
わ
た
り
内
容
を
充
実
、

向
上
さ
せ
、
兵
員
素
質
向
上
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
部
署
で
あ
る（

（1
（

。

こ
の
地
方
海
軍
人
事
部
は
、
人
事
関
連
の
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
軍
事
講

演
や
映
画
な
ど
宣
伝
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
た（

（1
（

。
映
画
だ
け
で
は
な
く
、

古
典
芸
能
の
文
楽
に
お
い
て
も
海
軍
の
宣
伝
活
動
が
及
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。
た
だ
再
演
に
際
し
て
、
初
演
時
の
詞
章
か
ら
変
化
は
な
く
、
大
阪
地

方
海
軍
人
事
部
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
指
導
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は

不
詳
で
あ
る
。

　

再
演
時
の
筋
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
楽
座
の
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

大
政
翼
賛
の
も
と
一
億
国
民
が
大
躍
進
を
為
す
可
き
新
し
き
年
の
始

め
に
あ
た
り
当
座
に
於
て
は
健
全
な
る
娯
楽
を
通
じ
て
の
日
本
精
神

昂
揚
の
実
を
挙
ぐ
る
こ
と
に
更
に
一
層
の
努
力
と
精
進
を
払
ひ
（
中

略
）
此
度
は
曩
に
今
事
変
に
於
て
我
海
鷲
の
華
と
謳
は
れ
た
る
山
内

中
尉
と
其
母
堂
の
忠
烈
な
る
事
蹟
を
追
想
し
て
美
は
し
き
物
語
を
上

演
す
る
を
始
め
と
し
て
（
中
略
）
一
層
の
報
国
精
神
に
燃
え
て
必
死

の
奮
闘
を
以
て
御
意
を
得
可
く
候
間
（
後
略
）

　

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
月
に
大
政
翼
賛
会
が
発
足
し
、
十
二
月

十
四
日
に
は
大
政
翼
賛
会
実
践
要
項
が
発
表
さ
れ
、
国
民
も
戦
時
体
制
へ

の
協
力
を
求
め
ら
れ
た
。
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
国
民
精
神
総
動
員
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運
動
が
推
し
進
め
ら
れ
た
際
、
松
竹
の
社
長
に
就
任
し
て
い
た
大
谷
竹
次

郎
は
「
如
何
に
演
劇
を
や
つ
て
行
く
か
と
申
し
ま
す
よ
り
、
如
何
に
銃
後

の
国
民
と
し
て
、
演
劇
を
国
策
の
線
に
添
は
せ
る
か
、
さ
う
し
て
、
演
劇

と
い
ふ
も
の
を
通
し
て
、
如
何
に
国
家
に
御
奉
公
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
を

考
え
て
ゐ
る
訳
で
あ
り
ま
す（

（1
（

。」
と
語
り
、
戦
時
下
で
は
演
劇
報
国
と
し

て
国
策
に
沿
っ
た
活
動
方
針
を
立
て
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
松
竹
で
は
映

画
報
国
を
遂
行
す
る
た
め
こ
の
軍
歌
「
進
軍
の
歌
」
を
、陸
軍
省
の
指
導
・

後
援
に
よ
り
積
極
的
に
独
占
映
画
化
し
て
い
た（

（1
（

。
文
楽
座
を
経
営
し
て
い

た
松
竹
で
は
、
大
政
翼
賛
会
が
結
成
さ
れ
て
実
践
要
項
が
発
表
さ
れ
て
間

も
な
い
時
期
に
お
け
る
公
演
に
、
再
演
で
は
あ
る
が
『
軍
国
美
談
代
唱
万

歳
母
書
簡
』
を
舞
台
に
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

２
．『
忠
霊
』

　
『
忠
霊
』
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
三
月
に
四
ツ
橋
文
楽
座
で
初
演

さ
れ
た
、
西
亭
が
脚
色
、
作
曲
し
た
一
幕
の
作
品
で
あ
る
。
観
世
委
員
会

原
作
の
能
『
忠
霊
』
を
脚
色
し
、
中
部
軍
報
道
部
の
後
援
に
よ
り
「
陸
軍

記
念
日
に
因
み
て
」
上
演
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
陸
軍
記
念
日
は
、
明
治

三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
一
月
に
日
露
戦
争
の
戦
勝
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ

た
。
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
三
月
十
日
の
日
本
軍
の
奉
天
で
の
勝
利

に
因
む
も
の
で
、
各
種
行
事
が
行
わ
れ
、
陸
軍
の
宣
伝
、
国
民
教
化
の
場

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

能
『
忠
霊
』
は
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
、
大
日
本
忠
霊
顕
彰
会（

（1
（

の

委
嘱
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。『
未
刊
謡
曲
集
』
続
九
の
田
中
允
氏
の
解

題
に
よ
る
と
、
大
槻
十
三
・
坂
井
音
次
郎
・
武
田
太
加
志
・
浅
見
真
健
が

委
員
と
な
っ
て
、「
聖
戦
の
楯
と
な
っ
た
忠
霊
に
対
す
る
国
民
的
感
謝
の

念
か
ら
作
ら
れ
た
曲
」
で
あ
り
、「
戦
時
下
の
国
民
の
忠
誠
心
を
能
に
よ
っ

て
表
現
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
時
局
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る（

（1
（

。

　

能
『
忠
霊
』
は
、
十
一
月
に
靖
国
神
社
に
奉
納
さ
れ
、
華
族
会
館
恩
賜

舞
台
に
お
け
る
公
演
は
二
千
名
の
観
客
を
動
員
し
た
だ
け
で
な
く
、
初
演

は
ラ
ジ
オ
で
も
中
継
放
送
さ
れ
た
。
各
地
で
上
演
さ
れ
、
レ
コ
ー
ド
や
謡

本
の
出
版
と
も
提
携
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で
享
受
さ
れ
た
と
い
う（

（1
（

。

さ
ら
に
、
中
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
外
地
で
も
上
演
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。

時
局
物
の
な
か
で
も
上
演
数
の
多
さ
だ
け
で
は
な
く
、
文
楽
、
歌
舞
伎
、

宝
塚
な
ど
他
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
脚
色
・
上
演
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
異

例
な
ほ
ど
広
く
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。
こ
の
作
品
が
好
評
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
軍
省
の
命
に
よ
っ
て
能
『
皇み
い
く
さ
ぶ
ね

軍
艦
』
が
制
作
さ
れ

た（
（2
（

。

　

能
『
忠
霊
』
は
、あ
る
国
士
（
ワ
キ
）
が
忠
霊
顕
彰
の
た
め
諸
国
を
廻
っ

て
い
た
が
、
靖
国
の
忠
霊
塔
に
た
ど
り
着
き
、
勤
労
奉
仕
の
群
衆
の
な
か

に
親
子
と
見
ら
れ
る
二
人
（
シ
テ
）
に
出
会
う
。
国
士
は
後
に
社
頭
で
再

会
し
よ
う
と
の
男
の
言
葉
に
従
い
靖
国
神
社
に
行
く
と
、
武
人
姿
の
忠
霊

が
現
れ
て
奮
闘
し
戦
死
し
た
様
を
見
せ
、
舞
を
舞
っ
て
御
代
を
こ
と
ほ
ぎ
、

皇
国
を
礼
賛
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

文
楽
『
忠
霊
』
は
内
容
お
よ
び
詞
章
も
ほ
ぼ
能
『
忠
霊
』
か
ら
取
り
入

れ
て
お
り
、
能
の
体
裁
で
展
開
す
る（

（2
（

。
筋
書
に
掲
載
さ
れ
た
挿
絵
も
、『
観

世
流
新
曲
忠
霊
』（
大
成
版
謡
本
、
檜
書
店
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
）
の
挿
絵
と
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同
一
で
あ
る
。

　

文
楽
『
忠
霊
』
の
筋
書
に
は
、以
下
の
よ
う
な
文
楽
座
の
「
乍
憚
口
上
」

の
ほ
か
、『
忠
霊
』
の
床
本
の
部
分
に
は
、
別
途
白
井
松
次
郎
の
挨
拶
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
乍
憚
口
上
」

皇
軍
の
向
ふ
と
こ
ろ
も
恰
も
日
月
の
照
ら
す
が
如
く
、
新
嘉
坡
す
で

に
陥
ち
、
敵
の
あ
る
と
こ
ろ
悉
く
灼
き
尽
さ
れ
ん
と
す
る
烈
々
の
有

様
、
ま
こ
と
に
有
難
き
国
威
を
拝
し
て
は
唯
々
涙
に
咽
ぶ
ば
か
り
、

御
同
慶
に
堪
へ
ざ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
中
略
）
愈
々
職
域
御
奉

公
の
一
途
に
邁
進
い
た
し
ま
し
て
此
度
は
殊
さ
ら
堂
々
の
名
狂
言
を

連
ら
ぬ
る
を
始
め
、
茲
に
大
東
亜
戦
争
の
為
め
尊
き
礎
石
と
為
ら
れ

た
る
我
忠
勇
の
戦
没
将
兵
諸
氏
の
霊
を
弔
は
ん
と
し
て
、
特
に
「
忠

霊
」
な
る
一
幕
を
謹
ん
で
新
作
上
演
し
、
皆
様
と
共
に
感
謝
の
一
端

を
捧
げ
た
い
と
念
願
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま
し
て
（
後
略
）

「
御
挨
拶
」

大
東
亜
戦
争
の
赫
々
た
る
武
威
を
讃
へ
つ
ゝ
、
一
方
に
は
幾
多
殉
忠

の
英
霊
に
対
し
て
唯
々
感
謝
感
激
の
涙
に
浸
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。
就
き
ま
し
て
は
此
度
開
戦
以
来
の
御
英
霊
に
謝
す
る
の
一
端
と

し
て
、
謹
ん
で
新
作
曲
を
構
成
し
、
皆
様
と
共
に
御
在
世
の
頃
の
壮

烈
な
る
御
武
勲
の
程
を
彷
彿
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
し
て
、此
度「
忠

霊
」
一
曲
を
特
に
上
演
い
た
し
ま
す
る
次
第
に
て
ご
ざ
い
ま
す（

（2
（

。

　
「
口
上
」
と
「
挨
拶
」
の
い
ず
れ
も
、
戦
勝
を
祝
し
、
戦
死
者
の
英
霊

に
感
謝
し
弔
う
目
的
を
掲
げ
、『
忠
霊
』
を
選
び
上
演
し
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
文
楽
座
で
は
、
上
演
に
先
立
ち
、
三
月
一
日
に
大
阪
護
国
神
社
へ

『
忠
霊
』
の
奉
納
演
奏
を
行
っ
て
い
る
。
松
竹
代
表
、
出
演
す
る
太
夫
、

三
味
線
、
関
係
者
一
同
が
社
前
に
整
列
し
て
、
戦
捷
を
祈
願
し
、
仮
舞
台

に
お
い
て
「
忠
霊
」
全
曲
を
演
じ
た（

（2
（

。

　

文
楽
『
忠
霊
』
の
梗
概
も
能
『
忠
霊
』
と
違
い
は
な
い
。
能
の
、
国
士

が
繰
り
返
し
語
る
御
稜
威
を
仰
ぐ
言
葉
や
諸
国
を
巡
り
教
化
の
旅
に
出
る

理
由
を
語
る
部
分
な
ど
は
、
文
楽
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
結
び
の
部
分

は
能
『
忠
霊
』
と
同
じ
く
、「
武
士
の
死
所
を
得
て
海
行
か
ば
水
漬
く
屍

山
行
か
ば
草
む
す
屍
大
君
の
御
代
萬
歳
を
唱
へ
つ
ゝ
花
と
散
り
ゆ
く
靖
国

の
」
と
「
海
ゆ
か
ば
」
の
歌
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
忠
霊
が
戦
場
に

お
い
て
奮
闘
し
壮
烈
な
最
期
を
迎
え
る
際
、
天
皇
万
歳
を
奉
唱
し
な
が
ら

喜
ん
で
命
を
捧
げ
た
様
を
表
現
し
た
結
び
と
な
っ
て
い
る
。

３
．『
水
漬
く
屍
』

　

文
楽
『
水
漬
く
屍
』
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
四
月
に
四
ツ
橋
文
楽

座
で
初
演
さ
れ
た
。
大
阪
地
方
海
軍
人
事
部
指
導
に
よ
り
、
西
亭
が
作
曲

し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
五
月
に
は
、
海
軍
記
念
日

を
記
念
し
て
、
四
ツ
橋
文
楽
座
で
再
演
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
七
月
に
も
新

橋
演
舞
場
で
再
演
さ
れ
て
い
る
。
一
幕
三
場
で
四
十
分
程
度
の
上
演
時
間

で
あ
る
。
第
一
場
は
「
広
島
県
下
川
追
村
」、第
二
場
は
「
出
発
前
夜
（
○

艦
甲
板
上
）」、
第
三
場
は
「
川
追
村
上
田
家
墓
地
前
」
で
構
成
さ
れ
て
い
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る
。

　

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
四
月
の
四
ツ
橋
文
楽
座
筋
書
に
は
、
以
下
の

よ
う
な
文
楽
座
の
「
乍
憚
口
上
」
の
ほ
か
、『
水
漬
く
屍
』
の
床
本
の
部

分
に
は
、
別
途
白
井
松
次
郎
の
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
乍
憚
口
上
」

南
方
で
の
目
醒
ま
し
い
躍
進
と
日
毎
に
高
ま
る
国
威
の
輝
き
に
は

唯
々
感
謝
感
激
あ
る
の
み
で
皆
様
と
共
に
誠
に
存
ず
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
就
き
ま
し
て
は
当
座
に
於
て
も
愈
々
郷
土
芸
術
の
本
領
を

発
揮
し
て
十
分
に
職
域
御
奉
公
の
一
念
を
徹
底
い
た
し
た
い
と
此
度

は
更
に
最
近
我
海
軍
の
亀
鑑
と
仰
が
れ
賜
ひ
た
る
九
勇
士
の
御
事
蹟

の
一
部
を
謹
ん
で
上
演
い
た
し
聊
か
な
り
と
も
精
神
作
興
の
一
助
と

も
相
成
る
を
得
ば
幸
甚
と
存
じ

「
ご
挨
拶
」

海
軍
特
別
攻
撃
隊
の
壮
烈
鬼
神
を
哭
か
し
む
る
壮
挙
は
実
に
身
も
慄

ふ
ば
か
り
の
感
激
を
以
て
承
り
九
勇
士
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
は
何

ん
と
申
上
げ
て
よ
ろ
し
い
か
殆
ん
ど
適
当
の
言
葉
も
見
出
せ
な
い
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
就
き
ま
し
て
は
、
当
座
人
形
浄
瑠
璃
に
於
き
ま

し
て
も
、
せ
め
て
は
感
謝
の
一
端
を
あ
ら
は
す
可
く
聊
か
御
事
蹟
の

一
部
を
脚
色
さ
し
て
頂
き
ま
し
て
、
皆
様
と
共
に
此
感
激
を
新
た
に

い
た
し
た
い
と
希
ふ
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
而
し
、
も
と
よ
り
充
分

と
は
参
り
ま
せ
ぬ
が
、
私
共
の
微
衷
の
存
し
ま
す
る
と
こ
ろ
を
御
諒

察
願
ひ
ま
し
て
、
宜
敷
御
観
覧
の
程
を
希
上
ま
す
。

　
「
口
上
」、「
挨
拶
」
と
も
に
、
九
勇
士
の
壮
挙
に
感
謝
の
意
を
表
し
て

い
る
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
八
日
、
真
珠
湾
攻
撃
に
お
い
て

特
殊
潜
航
艇
に
よ
る
特
別
攻
撃
隊
と
し
て
参
戦
し
、
戦
士
し
た
九
名
の
海

軍
兵
士
は
「
九
勇
士
」、「
九
軍
神
」
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
九

勇
士
の
事
績
を
も
と
に
文
楽
作
品
を
制
作
、
上
演
し
、
そ
の
上
演
を
通
じ

て
、
英
霊
に
感
謝
し
、
精
神
作
興
の
一
助
と
な
ら
ん
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　

梗
概
を
次
に
記
す
。
上
田
定
二
等
兵
曹
が
帰
省
し
た
際
、
母
に
有
事
の

際
は
立
派
な
帝
国
軍
人
と
し
て
、
国
に
命
を
捧
げ
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
る
。

帰
隊
後
、
横
山
海
軍
中
尉
と
皇
恩
に
報
う
べ
く
真
珠
湾
特
別
攻
撃
隊
と
し

て
出
撃
に
臨
む
心
構
え
を
語
り
合
い
、
故
国
と
の
最
後
の
別
れ
に
臨
み
、

皇
居
に
向
か
っ
て
聖
寿
の
万
歳
を
寿
ぐ
。
場
面
は
上
田
家
墓
地
前
に
変
わ

り
、
両
親
が
息
子
の
戦
死
に
つ
い
て
讃
え
て
拝
み
、
靖
国
神
社
で
の
参
拝

を
約
束
す
る
。
最
後
に
九
勇
士
を
讃
え
て
結
ぶ
。

　

第
三
場
「
川
追
村
上
田
家
墓
地
前
」
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

海
行
か
ば
水
漬
く
屍
、
山
行
か
ば
草
む
す
屍
大
君
の
、
為
に
は
何
ぞ

命
を
や
、
何
惜
し
か
ら
ぬ
軍
人
、
香
り
も
床
し
梅
の
花
、
一
片
散
る

や
君
に
忠
、
二
片
散
る
や
父
母
に
孝
、
散
り
に
し
後
ぞ
結
ぶ
実
の
、

家
門
の
誉
れ
過
ぐ
る
日
の
幼
姿
の
偲
ば
る
ゝ

　

息
子
の
戦
死
の
知
ら
せ
を
受
け
た
両
親
が
墓
で
拝
む
場
面
の
冒
頭
に

「
海
ゆ
か
ば
」
の
歌
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
場
で
は
、出
発
前
夜
、

潜
水
艦
の
甲
板
上
で
九
勇
士
は
互
い
に
「
御
国
に
殉
ず
る
事
は
至
高
の
名
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誉
」、「
死
所
を
え
て
魂
の
御
楯
と
散
り
皇
恩
の
万
分
に
も
報
ひ
」
奉
る
と
、

覚
悟
を
語
り
合
う
。
そ
の
後
の
攻
撃
や
戦
死
の
場
は
描
か
れ
ず
に
第
二
場

は
終
わ
る
。
第
二
場
の
生
前
の
覚
悟
の
言
葉
か
ら
第
三
場
の
上
記
の
「
海

行
か
ば
」
の
詞
章
に
繋
ぎ
、
生
き
て
帰
る
こ
と
は
な
い
と
の
覚
悟
の
上
で

戦
地
へ
赴
い
た
兵
士
の
戦
死
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
五
月
に
海

軍
記
念
日
を
記
念
し
て
再
演
さ
れ
た（

（2
（

。
海
軍
記
念
日
は
明
治
三
十
九
（
一

九
〇
六
）
年
三
月
に
日
露
戦
争
の
戦
勝
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
。
明
治

三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
五
月
二
十
七
日
の
日
本
海
海
戦
の
勝
利
に
因
む
も

の
で
、
海
軍
の
宣
伝
、
国
民
教
化
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
昭
和
十

二
（
一
九
三
七
）
年
六
月
二
十
四
日
に
次
官
会
議
決
定
さ
れ
た
「
国
民
教
化

運
動
ニ
関
ス
ル
宣
伝
実
施
基
本
計
画
」
に
よ
る
と
、
陸
軍
省
は
陸
軍
記
念

日
と
満
洲
事
変
記
念
日
、
海
軍
省
は
上
海
事
変
記
念
日
と
海
軍
記
念
日
、

黄
海
海
戦
記
念
日
に
宣
伝
を
実
施
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
乙
号

宣
伝
実
施
事
項（

（2
（

に
は
、
海
軍
省
の
行
事
と
し
て
、「
記
念
映
画
、
演
劇
、

音
楽
等
の
公
開
指
導
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年

五
月
初
演
の
文
楽
『
海か
ゐ
こ
く
や
ま
と
だ
ま
し
ひ

国
日
本
魂
』
も
第
三
十
六
回
海
軍
記
念
日
を
記
念

し
た
も
の
で
あ
り
、
大
阪
地
方
海
軍
人
事
部
が
指
導
と
い
う
形
で
関
与
し

て
い
た
。

　
『
水
漬
く
屍
』
に
つ
い
て
は
、「
た
ゞ
戦
死
と
い
ふ
暗
い
面
だ
け
が
強
調

さ
れ
た
「
水
漬
く
屍
」
な
ど
と
い
ふ
時
局
便
乗
の
新
製
品（

（2
（

」
と
い
う
不
評

も
あ
る
が
、『
演
芸
画
報
』
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
五
月
に
掲
載
さ
れ

た
文
楽
の
四
月
興
行
に
つ
い
て
の
樋
尻
添
花
の
評
に
は
「
そ
の
次
に
海
軍

特
別
攻
撃
隊
か
ら
取
材
し
た
『
水
漬
く
屍
』
と
い
ふ
新
作
が
あ
つ
た
。
物

が
物
だ
け
に
批
評
を
慎
み
た
い
。
た
だ
松
竹
の
企
画
は
、
常
に
時
代
を
把

握
し
て
た
と
へ
文
楽
た
り
と
も
、
新
体
制
化
の
社
会
教
化
の
一
翼
た
る
の

使
命
を
保
た
し
た
い
と
い
ふ
点
は
、
芸
術
的
性
能
の
如
何
を
離
れ
て
も
注

目
し
て
や
つ
て
可
い
と
思
ふ
。」
と
あ
る
。
時
局
柄
憚
ら
れ
た
の
か
、
内

容
に
関
す
る
批
評
は
控
え
、
文
楽
座
を
運
営
す
る
松
竹
の
国
策
へ
沿
う
興

行
方
針
に
つ
い
て
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　

能
に
も
『
水
漬
屍
』
と
い
う
名
の
作
品
が
あ
る
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
か
ら
二
十

（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
以
前
の
作
と
推
定
さ
れ
る（

（2
（

。
山
口
多
聞
提
督
、

加
来
止
男
提
督
が
航
空
母
艦
「
飛
龍
」
と
共
に
太
平
洋
に
沈
ん
だ
こ
と
を

描
い
て
い
る
。
た
だ
、
文
楽
『
水
漬
屍
』
は
、
能
の
形
式
を
と
っ
て
も
お

ら
ず
、
能
『
水
漬
屍
』
と
は
内
容
も
異
な
っ
て
お
り
、
能
と
は
関
わ
り
な

く
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

４
．『
赤
道
祭
』

　

文
楽
『
赤
道
祭
』
は
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
六
月
に
初
演
さ
れ
た
。

大
阪
地
方
海
軍
人
事
部
指
導
で
、
佐
古
少
尉
原
作
の
謡
曲
『
赤
道
神
』
を

西
亭
が
作
曲
、
脚
色
し
た
も
の
で
あ
る
。
藤
間
藤
三
郎
振
附
で
能
仕
立
て

の
作
品
で
あ
る
。

　

謡
曲
『
赤
道
神
』
は
、
大
本
営
海
軍
報
道
部
の
委
嘱（

（3
（

に
よ
り
観
世
銕
之

丞
が
そ
の
詞
章
の
改
定
を
行
い
、
五
月
の
海
軍
記
念
日
に
合
わ
せ
観
世
能

楽
堂
に
て
能
『
皇
軍
艦
』
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。
当
時
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
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レ
コ
ー
ド
録
音
販
売
も
さ
れ
、
能
『
忠
霊
』
と
と
も
に
流
行
し
た
と
い
う（

（3
（

。

謡
曲
『
赤
道
神
』
は
日
本
海
軍
潜
水
艦
（
伊
号
第
二
十
九
潜
水
艦
）
の
艦

内
誌
『
不
朽
』
創
刊
号
（
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
限
ら
れ
た
人
物
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
改
作
し
た

能
『
皇
軍
艦
』
の
方
が
上
演
さ
れ
広
く
知
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
か
、
文
楽
『
赤
道
祭
』
に
関
す
る
劇
評
に
は
能
『
皇
軍
艦
』
を

も
と
に
し
た
作
品
、
あ
る
い
は
能
『
皇
軍
艦
』
に
劣
る
と
い
う
よ
う
な
記

述
が
見
ら
れ
る（

（3
（

。
実
際
、
詞
章
が
類
似
す
る
の
は
能
『
皇
軍
艦
』
の
方
で

も
あ
る（

（3
（

。

　

赤
道
神
と
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
の
神
ポ
セ
イ
ド
ン
の
こ
と
で
、
ポ
セ

イ
ド
ン
は
水
域
を
支
配
す
る
神
で
あ
る
が
、
粗
暴
で
嵐
を
引
き
起
こ
し
船

を
難
破
さ
せ
る
神
と
し
て
も
恐
れ
ら
れ
て
お
り
、
海
神
を
鎮
め
る
儀
礼
と

し
て
船
が
赤
道
を
通
過
す
る
と
き
に
は
赤
道
祭
と
い
う
祭
り
が
行
わ
れ
て

い
た
。
赤
道
祭
は
道
化
芝
居
的
な
祭
り
で
、
最
も
多
く
赤
道
を
通
過
し
た

者
が
海
神
に
扮
装
し
下
界
へ
降
り
、
船
中
の
一
同
が
こ
れ
を
迎
え
、
船
長

が
海
神
か
ら
赤
道
を
開
く
鍵
を
受
け
取
る
さ
ま
が
演
じ
ら
れ
、
仮
装
行
列

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う（

（3
（

。
原
作
の
『
赤
道
神
』
は
艦
内
誌
『
不
朽
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
艦
内
で
行
わ
れ
た
赤
道
祭
を

題
材
と
し
て
お
り
、
登
場
人
物
も
艦
内
に
同
乗
し
た
大
佐
や
中
佐
な
ど
を

当
て
込
み（

（3
（

、
英
米
を
非
道
な
敵
、
鬼
と
蔑
視
す
る
場
面
や
潜
水
艦
の
専
門

用
語
な
ど
が
登
場
し
て
お
り
リ
ア
ル
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分

は
、
能
『
皇
軍
艦
』
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

文
楽『
赤
道
祭
』に
つ
い
て
は
、「
紋
十
郎
の
赤
道
神
が
荒
れ
狂
つ
た「
赤

道
祭
」（
な
ん
と
い
ふ
能
の
「
皇
軍
艦
」
と
の
相
違
よ
）」、「
艦
長
や
砲
術

長
に
踊
り
の
振
り
を
つ
け
る
の
も
可
笑
し
い
が
（
中
略
）
作
の
厳
し
い
精

神
を
掴
ん
で
か
ゝ
れ
ば
こ
ん
な
馬
鹿
ら
し
い
こ
と
は
出
来
な
い
筈
で
あ

る（
（3
（

」
と
不
評
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
宅
周
太
郎
は
「
新
作
は
幼
稚
で
も
東

亜
共
栄
圏
内
な
る
広
い
地
域
の
、
芸
能
の
啓
蒙
運
動
の
重
要
性
を
考
え
る

時
、
文
楽
と
雖
も
新
作
を
閑
却
す
べ
き
で
は
な
い
。
某
知
友
が
今
度
の
新

作
「
赤
道
神
」
を
見
て
、
以
上
の
如
き
気
持
で
な
ら
満
更
す
て
た
も
の
で

な
い
と
い
つ
て
ゐ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
精
神
作
興
の
目
的
と
い
う

点
で
は
評
価
し
て
い
た
。
時
局
物
と
い
う
こ
と
か
ら
、
内
容
に
つ
い
て
の

評
価
は
控
え
ら
れ
、
稚
拙
な
演
出
で
あ
っ
て
も
、
英
霊
へ
の
感
謝
、
慰
霊
、

そ
し
て
戦
意
高
揚
と
い
う
側
面
か
ら
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

文
楽
『
赤
道
祭
』
は
能
の
体
裁
で
展
開
し
て
お
り
、
あ
ら
す
じ
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。
ワ
キ
（
司
令
官
・
艦
長
）
は
聖
戦
完
遂
の
勅
詔
を
受
け
潜

水
艦
で
南
海
に
出
撃
す
る
。
艦
長
は
赤
道
近
く
に
至
り
、
赤
道
祭
を
執
り

行
う
こ
と
を
命
じ
る
。
台
風
が
起
こ
る
が
、
司
令
官
は
神
霊
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
と
言
い
、
神
意
を
慰
め
戦
勝
を
祈
願
す
る
こ
と
に
す
る
。
シ
テ

（
赤
道
神
）
が
現
れ
、
大
日
本
帝
国
の
軍
艦
の
武
勇
を
試
し
た
も
の
で
あ

る
と
語
る
。
赤
道
神
は
司
令
官
に
「
世
界
に
無
二
の
国
体
」
と
は
何
か
と

問
う
。
そ
の
答
え
に
満
足
し
た
赤
道
神
は
、「
皇
魂
見
極
め
け
り
」
と
聖

戦
の
完
遂
に
進
め
と
言
い
、
四
海
の
諸
神
と
守
護
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

波
風
も
収
ま
り
、
軍
艦
は
南
海
へ
突
き
進
む
。

　

文
楽
『
赤
道
祭
』
の
冒
頭
部
分
は
、
ワ
キ
（
艦
長
）
が
、
大
東
亜
戦
争
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が
勃
発
し
て
聖
戦
完
遂
の
詔
勅
が
下
り
、出
撃
の
途
に
上
っ
た
と
語
る「
名

乗
り
」
が
あ
る
。
そ
の
後
に
ワ
キ
は
「
秋
ぞ
今
、
秋
ぞ
今
、
一
死
報
國
盡

忠
に
、
海
征
か
ば
水
漬
く
屍
山
征
か
ば
草
む
す
屍
大
君
の
邊
に
こ
そ
死
な

め
か
へ
り
見
は
せ
じ
天
が
下
大
和
島
根
の
朝
ぼ
ら
け
霞
む
は
花
か
雲
霧
を

分
け
つ
ゝ
進
む
軍
艦
、
は
や
蓬
萊
に
出
で
汐
の
月
の
光
り
に
見
ま
も
ら
れ

波
路
は
る
け
き
幾
海
里
。」
と
う
た
う
。「
海
ゆ
か
ば
」
の
歌
は
、
出
征
の

際
に
、
自
ら
の
命
を
捧
げ
国
に
報
い
尽
く
す
誓
い
、
覚
悟
の
言
葉
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
導
入
部
分
も
「
今
日
よ
り
は
か
へ
り
見
な
く
て
大
君

の
醜
の
御
楯
と
出
で
た
つ
我
れ
は
皇
國
の
民
草
と
、
生
ま
れ
お
ふ
こ
そ
う

れ
し
け
れ
、
生
ま
れ
お
ふ
こ
そ
嬉
し
け
れ
。」
と
う
た
わ
れ
て
お
り
、
冒

頭
で
繰
り
返
し
国
の
た
め
に
殉
ず
る
軍
人
の
心
構
え
と
し
て
強
調
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
『
万
葉
集
』
巻
二
十
の
今い
ま

奉ま
つ
り

部べ
の

与よ

曾そ

布ふ

の
防
人
歌
「
今け

日ふ

よ
り
は
顧か
へ
りみ

な
く
て
大
君
の
醜し
こ

の
御み

楯た
て

と
出い

で
立
つ
我
は
」
を
も
と
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
天
皇
の
宣
戦
布
告
に
関
し
て
情
報
局
次
長
、
奥

村
喜
和
男
が
談
話
で
取
り
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
古
代
か
ら
愛
唱
さ
れ
続

け
、「
国
民
が
一
体
と
な
っ
て
天
皇
に
命
を
捧
げ
国
を
護
る
覚
悟
を
詠
ん

だ
歌
」
と
意
味
付
け
ら
れ
流
布
し
た
と
さ
れ
る（

（3
（

。

　

文
楽
『
赤
道
祭
』
が
上
演
さ
れ
た
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
は
、
学
徒

戦
時
動
員
体
制
確
立
要
綱
が
決
定
さ
れ
た
ほ
か
、
国
民
徴
用
令
改
正
公
布

や
、
徴
兵
適
齢
臨
時
特
例
公
布
に
よ
り
徴
兵
年
齢
が
下
が
る
な
ど
招
集
や

動
員
が
拡
大
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
文
楽
『
赤
道
祭
』
の
冒
頭
に
、

新
た
に
意
味
付
け
さ
れ
流
布
し
た
『
万
葉
集
』
の
歌
を
連
ね
て
い
る
こ
と

も
、
こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
戦
況
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
四
作
品
は
、
日
中
戦
争
開
戦
後
以
降
、
い
ず
れ
も
戦
意
高
揚
を

目
的
と
し
、
新
た
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
時
局
物
は
、
そ
の
後

も
再
演
さ
れ
、
陸
軍
記
念
日
に
因
ん
で
『
壮
烈
荒
鷲
魂
』
が
新
た
に
作
ら

れ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
時
局
物
は
は
じ
め
の
頃
は
物
珍
し
さ
か
ら
興

味
を
持
た
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
戯
曲
と
し
て
は
不
評
の
声
も
多
く
、

内
容
面
か
ら
し
て
も
今
後
も
再
演
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
作
品
群
で
あ
る
。

た
だ
、
架
空
の
人
物
の
物
語
で
は
な
く
、
多
く
の
戦
死
者
を
扱
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
作
品
の
上
演
に
よ
り
、
亡
く
な
っ
た
者
の
鎮
魂
劇
と

い
う
文
楽
本
来
の
役
割
は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
た
い
。
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1
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小
松
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小
川
）
靖
彦
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言
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戦

争
下
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お
け
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―
そ
の
表
現
お
よ
び
戦
争
短
歌
を
通
じ
て
〈
戦
争
と

万
葉
集
〉
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
95
巻
第
5
号
、
二
〇
一
八
年
七
月
。

（
2
）	

海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊（JM

SD
F BA

N
D

, T
O

K
Y

O

）「
行
進
曲「
軍

艦
」
に
つ
い
て
」https://w

w
w

.m
od.go.jp/m

sdf/tokyoband/gallery/
dow

nload/gunkan-2.htm
l

（
参
照
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
九
日
）

（
3
）	

小
松
（
小
川
）
靖
彦
、
前
掲
論
文
。

（
4
）	

戸
ノ
下
達
也
『
音
楽
を
動
員
せ
よ　

統
制
と
娯
楽
の
十
五
年
戦
争
』
青

弓
社
、
二
〇
〇
八
年

（
5
）	
四
ツ
橋
文
楽
座
の
床
本
は
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
国
立

劇
場
図
書
室
・
国
立
文
楽
劇
場
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）	

四
ツ
橋
文
楽
座
の
開
場
に
伴
っ
た
興
行
方
針
の
変
更
に
よ
り
、
出
演
機
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会
を
失
っ
た
若
手
の
三
味
線
や
太
夫
ら
が
文
楽
座
を
脱
退
し
、
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
に
新
義
座
を
創
立
し
た
。
素
浄
瑠
璃
で
、
ま
た
は
乙
女
人

形
を
伴
い
日
本
や
朝
鮮
、
台
湾
な
ど
各
地
を
巡
業
し
た
。
一
座
に
は
南
部

太
夫
や
つ
ば
め
太
夫
、
三
味
線
の
野
澤
勝
平
な
ど
が
い
た
。『
軍
国
美
談
代

唱
万
歳
母
書
簡
』
は
、
文
楽
座
脱
退
後
、
第
二
回
目
の
公
演
で
あ
っ
た
。

（
7
）	

池
井
優
「
戦
争
と
音
楽
─
明
治
維
新
か
ら
“
大
東
亜
戦
争
”
ま
で
」『
法

學
研
究
』
第
84 

巻
第
5
号
、
二
〇
一
一
年
五
月
。

（
8
）	

竹
本
綱
太
夫
『
で
ん
で
ん
虫
』
布
井
書
房
、
一
九
六
四
年
、
竹
本
南
部

太
夫
・
聞
き
手
高
木
浩
志
「
新
義
座
の
こ
ろ
」『
上
方
芸
能
』
八
十
九
、一 

九
八
五
年
十
月
。

（
9
）	

四
ツ
橋
文
楽
座
に
お
け
る
再
演
時
の
床
本
に
は
「
進
軍
の
歌
」
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。

（
10
）	

近
石
泰
秋
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
六
一
年
。

（
11
）	

大
阪
地
方
海
軍
人
事
部
創
設
は
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
で
あ
る
。

（
12
）	『
外
交
時
報
』
外
交
時
報
社
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
五
月
十
五
日
、

『
東
京
朝
日
新
聞
』（
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
四
月
二
十
七
日
）

（
13
）	

木
村
美
幸
「
軍
縮
条
約
失
効
後
に
お
け
る
海
軍
の
地
方
拠
点
形
成
」『
日

本
歴
史
』
868
号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
。

（
14
）	「
時
局
と
演
劇
」『
演
芸
画
報
』
一
九
三
八
年
八
月
。

（
15
）	『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
三
七
年
八
月
二
十
八
日
付
記
事
に
、「
無
敵
皇
軍
を

鼓
吹
す
る
全
国
民
合
唱
の
珠
玉
篇
と
し
て
大
毎
、
東
日
募
集
の
戸
山
学
校

作
曲
「
進
軍
の
歌
」
は
い
ち
早
く
松
竹
大
船
が
映
画
報
国
の
合
唱
の
真
髄

と
し
て
積
極
的
に
之
を
独
占
映
画
化
す
る
事
に
決
し
、
一
億
同
胞
の
合
唱

の
た
め
に
全
力
を
捧
げ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
は
脚
色
は
斎
藤
良
輔
が

担
当
、
監
督
は
昨
年
度
「
少
年
航
空
兵
」
を
快
打
せ
る
佐
々
木
康
と
決
定
。

陸
軍
省
の
指
導
後
援
と
相
俟
つ
て
国
防
婦
人
会
、
大
船
軍
事
奉
公
会
を
初

め
と
し
て
主
要
配
役
に
は
第
一
線
ス
タ
ー
を
網
羅
し
、
軍
国
映
画
の
王
座

を
占
む
べ
く
戦
雲
頻
り
な
る
秋
の
映
画
界
に
君
臨
す
べ
き
大
作
と
し
て
廿

一
日
制
作
開
始
の
宣
言
を
掲
げ
た
。」
と
あ
る
。

（
16
）	

大
日
本
忠
霊
顕
彰
会
と
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
七
月
に
国
内

に
お
け
る
忠
霊
塔
（
主
に
陸
軍
の
戦
没
者
の
遺
骨
を
埋
葬
し
た
慰
霊
施
設
）

建
設
推
進
を
目
的
と
し
て
陸
軍
関
係
者
を
中
心
に
作
ら
れ
た
組
織
。
佐
藤

和
道
「
戦
時
下
の
能
楽 

―『
忠
霊
』『
皇
軍
艦
』
を
中
心
に
―
」『
演
劇
学

論
集
』
第
65
巻
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
。

（
17
）	『
未
刊
謡
曲
集
』
続
九
、
古
典
文
庫
、
一
九
九
二
年
。

（
18
）	

佐
藤
和
道
「
戦
時
下
の
能
―
複
製
技
術
の
浸
透
と
軍
国
主
義
」『
演
劇
映

像
学
』
二
〇
一
一
年
四
月
。

（
19
）	

富
山
隆
広
「
戦
時
中
新
作
能
〈
忠
霊
〉
の
展
開
」『
楽
劇
楽
』
第
28
巻
、

二
〇
二
一
年
五
月
。

（
20
）	

富
山
隆
広
前
掲
論
文
。

（
21
）	

佐
藤
和
道
前
掲
論
文
、『
観
世
』
14
巻
5
号
、
一
九
四
三
年
五
月
。

（
22
）	

富
山
隆
広
前
掲
論
文
。

（
23
）	

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
三
月
、
四
ツ
橋
文
楽
座
筋
書
に
掲
載
さ
れ

た
白
井
松
次
郎
の
「
御
挨
拶
」。

（
24
）	「
浄
曲
「
忠
霊
」
大
阪
護
国
神
社
に
奉
納
演
奏
」『
文
楽
芸
術
』
第
七
号
、

一
九
四
二
年
四
月
。
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（
25
）	

筋
書
に
は
「
皇
国
の
興
廃
此
一
線
に
在
り
各
員
一
層
奮
励
努
力
せ
よ　

輝
く
海
軍
記
念
日
」
と
の
標
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）	「（
甲
）
政
府
総
掛
リ
的
ニ
行
フ
宣
伝
」
と
「（
乙
）
各
庁
計
画
ニ
依
リ
実

施
ス
ル
モ
ノ
」
と
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

（
27
）	『
国
民
総
動
員
実
施
概
要
』
第
一
輯
、
内
閣
情
報
部
、
一
九
三
八
年
。

（
28
）	

安
藤
鶴
夫
「
空
虚
な
人
気
」『
浄
瑠
璃
雑
誌
』「
文
楽
評
切
抜
帳
」
第
422
号
、

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
十
月

（
29
）	

西
野
春
雄
「
新
作
能
の
百
年
」
一
『
能
楽
研
究
』
29
、二
〇
〇
五
年
五
月
、

田
中
允
編
『
未
刊
謡
曲
集
』
続
十
四
、
古
典
文
庫
、
一
九
九
四
年
。

（
30
）	「
大
本
営
海
軍
報
道
部
」
か
「
海
軍
省
」
の
依
頼
に
よ
る
も
の
な
の
か
明

ら
か
で
は
な
い
。
東
谷
櫻
子
「
新
作
能
皇
軍
艦
の
諸
問
題
」『
昭
和
女
子
大

学
大
学
院
日
本
文
学
紀
要
』
28
、
二
〇
一
七
年
、
東
谷
櫻
子
「
伊
号
第
二
九

潜
水
艦
艦
内
誌
「
不
朽
」
に
つ
い
て
」『
戦
争
と
萬
葉
集
』
創
刊
号
、

二
〇
一
八
年
十
二
月
。

（
31
）	『
未
刊
謡
曲
集
』
続
十
四
所
収
解
題
。

（
32
）	『
浄
瑠
璃
雑
誌
』「
文
楽
評
切
抜
帳
」
第
421
号
（
昭
和
十
八
年
八
月
）、
第

422
号
（
昭
和
十
八
年
十
月
）

（
33
）	

謡
曲
『
赤
道
神
』
の
テ
キ
ス
ト
は
佐
藤
和
道
「
戦
時
下
の
能
楽
―
『
忠
霊
』

『
皇
軍
艦
』
を
中
心
に
―
」
所
収
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。
富
山
隆
広
「
時
局

能
〈
皇
軍
艦
〉
と
「
赤
道
祭
」」『
日
本
文
学
論
叢
』
第
49
号
、
法
政
大
学

大
学
院
日
本
文
学
科
研
究
誌
、
二
〇
二
二
年
二
月

（
34
）	『
日
本
大
百
科
全
書
』「
赤
道
祭
」
項
目
（
新
谷
尚
紀
執
筆
）、米
田
文
孝
・

秋
山
暁
勲
「
伊
号
第
29
潜
水
艦
と
ス
バ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
」『
関

西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
8
巻
、
二
〇
〇
二
年
三
月
。

（
35
）	

東
谷
櫻
子
「
伊
号
第
二
九
潜
水
艦
艦
内
誌
「
不
朽
」
に
つ
い
て
」『
戦
争

と
萬
葉
集
』
創
刊
号 

、
二
〇
一
八
年
十
二
月
。

（
36
）	

安
藤
鶴
夫
「
空
虚
な
人
気
」『
浄
瑠
璃
雑
誌
』「
文
楽
評
切
抜
帳
」
第
422

号
（
昭
和
十
八
年
十
月
）

（
37
）	

小
川
靖
彦
「
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
「
醜
の
御
楯
」
の
意
識
─
聖
戦
短

歌
を
通
じ
て
〈
戦
争
と
萬
葉
集
〉
─
」『
日
本
文
学
』
第
64
巻
第
5
号
、

二
〇
一
五
年
五
月

（
は
ん
・
き
ょ
ん
じ
ゃ
／
青
山
学
院
大
学
教
授
）


